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本資料で記述されている業績予想並びに将来予測

は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断
した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれ
ています。

そのため様々な要因の変化により、実際の業績は

記述されている将来見通しとは異なる結果となる可能
性があることをご承知おきください。
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１．事業所の概況
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Vietnam Steel 
Products
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Tubos do Brasil 

特殊管事業所

製鋼所

鹿島製鉄所

総合技術研究所（波崎）
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総合技術研究所
（尼崎）

㈱住友金属小倉

㈱住友金属直江津

鋼管カンパニーの製造拠点 事業所概況事業所概況

Vietube



5材質グレードと製管方法

ユジーンミルでのみ製造
が可能（特殊管事業所）

高交叉角マンネスマンミル
で製造が可能（和歌山製鉄
所）

通常マンネスマンミルの 製造可
能範囲（世界多数）
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事業所概況事業所概況



6シームレス鋼管 ３製造所の連携

● 生産能力 約 120万㌧
● 主力品種 ＯＣＴＧ、ラインパイプ、メカニカルチューブ
● 強み、特徴 世界No.1効率の製鋼工場・世界最高品質

シームレスミル

和歌山製鉄所 高級シームレス量産拠点

● 生産能力 約 30万㌧
● 主力品種 ＯＣＴＧ、ラインパイプ
● 強み、特徴 立地条件、合弁メリット

ブラジル(VSB) グローバルマーケットへの拡販拠点

● 生産能力 約 ７万㌧
● 主力品種 ボイラチューブ、原子力用鋼管、高合金油井管
● 強み、特徴 当社創業以来９０年の歴史、品質・技術開発力で

培った圧倒的な世界シェアと顧客からの信頼

特殊管事業所 世界No.1の高級ステンレス鋼管製造所

１３％クロム鋼
一般ステンレス等

ハイエンド
カーボン鋼

特殊管事業所は常に最先端技術を用いた最高級品の発信基地

尼崎→和歌山→ブラジルの流れで生産拠点をシフトすることにより
ハイエンド品の量産化を促進

事業所概況事業所概況



7特殊管事業所概況

創業 1919年

製造品種
シームレスパイプ

(炭素鋼、低合金鋼、
ステンレス鋼、Ｎｉ基合金）

製造可能サイズ
外径 6～952.5 mm

生産量 約 70,000 ㌧/年
（所間材含む）

売上高 約 1,000億円
（所間材含む）

従業員数 約 750 名
（社員）

敷地面積 51万9千㎡
(甲子園球場の約13倍)

有形固定資産 355 億円

事業所概況事業所概況



8特殊管事業所 ９０年の歩み

1897年 住友伸銅場を開設
1919年 尼崎工場を開設 （現在の特殊管事業所所在地）
1921年 熱間シームレスパイプの製造を開始
1926年 油井用チュービングの製造を開始
1951年 火力発電所用高温・高圧ボイラチューブの製造を開始
1956年 (日本初)原子力発電用ステンレス鋼管の製造開始
1983年 （世界初）高合金油井管の製造開始
1989年 （世界初）超々臨界圧ボイラーチューブの実用化
1994年 原子力発電用蒸気発生器管（ＳＧ管）の輸出を開始
2006年 高合金油井管の製造設備を増強
2007年 ＵＳＣボイラチューブ工場を増設
2008年 ＳＧ管の製造設備を増強

当社創業以来「パイプの住金」の象徴,”Amagasaki”ブランドは世界で通用

事業所概況事業所概況



9特殊管事業所 販売量・売上高推移

世界のエネルギー需要拡大に伴い、近年高成長が続く
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事業所概況事業所概況
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FY07
売上高

1,159億円

特殊管事業所の販売構成

ほぼ全ての品種がエネルギー産業へ直結
地球環境問題（CO2削減）に大きく貢献する製品ラインナップ

石炭火力発電用鋼管

高合金油井管

海底油井用
アンビリカルチューブ

ｴﾁﾚﾝﾌﾟﾗﾝﾄ用鋼管

尿素ﾌﾟﾗﾝﾄ用鋼管

GTLﾌﾟﾗﾝﾄ用鋼管
(GTL: Gas to Liquids )

発 電

石油・
ガス開発

石油精製･
石油化学,
機械構造用
鋼管他

32%

43%
25%

原子力発電用鋼管

事業所概況事業所概況



11特殊管事業所のポジション
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1,249万㌧
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営業利益比率
全社連結
営業利益

2,743億円

特殊管事業所

事業所概況事業所概況



２．環境への取組み
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13尼崎２１世紀森づくりへの取組み

環境フェスタ２００８パネル出展

東門のセットバック緑化市長・市幹部による緑地見学

２１世紀森協議会による植樹

環境環境



14２１世紀の森づくり・運河再生プロジェクト

東堀運河

再生地区

ｾｯﾄﾊﾞｯｸ緑化

H20年3月完成

ｾｯﾄﾊﾞｯｸ緑化

今後の計画

環境環境



３．製品概要
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16特殊管事業所の主力製品群

ＵＳＣボイラチューブ
・石炭火力の最高温部で使用される高強度・高耐食性鋼管
・特に現在最高効率の６００℃級火力発電（ＵＳＣ：超々臨界圧）
ボイラでは当社開発材*の採用がグローバルスタンダード

*ＳＵＰＥＲ３０４Ｈ（１８Ｃｒ-９Ｎｉ-３Ｃｕ）
ＨＲ３Ｃ（２５Ｃｒ-２０Ｎｉ-Ｎｂ-Ｎ）

高Ｓ石炭の場合や最高温部のより耐食性を必要とする部位ではＨＲ３Ｃを使用

高合金油井管
・二酸化炭素や猛毒の硫化水素を含むガス井で使用される
高耐食性鋼管

・世界Ｎｏ．１の材質ラインナップであらゆる環境に対応

ＳＧ管（ＰＷＲ蒸気発生器管）
・放射性の１次系水で２次系蒸気を発生させる重要な伝熱管

・高圧抽伸（特許技術）適用で高品質、高信頼性

製品概要製品概要

発

電

石
油
ガ
ス
開
発



17品種別マーケット規模と当社シェア

エネルギー分野におけるハイエンド品マーケットで高いシェアを誇る

SANDVIK(素材）

→TENARIS（ネジ）

DMV（素材）

→VALLOUREC（ネジ）

90%20高合金油井管

SANDVIK
VALINOX（フランス）33%1.8SG管

DMV（ドイツ）80%30USCボイラチューブ

SANDVIK（スウェ－デン）
TUBACEX（スペイン）

16%400シームレスステンレス
鋼管合計

主な競合先
当社
シェア

08世界推定
需要量（千㌧）

当社推定

製品概要製品概要

発

電

石
油
ガ
ス
開

発



４．ＵＳＣボイラチューブ

品種別事業戦略

発 電
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19ＵＳＣボイラチューブの使われ方

ボイラ最高温部（蒸気温度：600℃）の
過熱器管･再熱器管に高強度・高耐食
性のステンレスチューブが使用される

石炭火力発電のしくみ

出典：中部電力ホームページ

発電・発電・USCUSCボイラボイラ



20超々臨界圧（USC:Ultra Super Critical）発電
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（
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蒸気温度を高温化したＵＳＣ
火力発電により高効率が実現

当社の開発材を使用したUSC
ﾌﾟﾗﾝﾄは約30基/年の建設計画

SUPER304H(｢日本金属学会技術開発賞｣を’07/9受賞)とHR3Cは

欧州､中国のＵＳＣ火力発電ﾌﾟﾗﾝﾄでもﾃﾞｻﾞｲﾝｲﾝされ標準採用

出所：NEDO

超臨界 超々臨界

今後はインド等のＵＳＣ化による需要も増加

中国初のＵＳＣﾌﾟﾗﾝﾄ実現へ貢献

発電・発電・USCUSCボイラボイラ

USCボイラ１基当りのCO2削減効果
＜発電効率4%UP（39%→43%）＞

＝ 44万㌧ CO2／年・基
稼働中の当社材使用USCボイラ：80基
当社受注済みのUSCボイラ:111基

44万㌧×(80+111)基
＝8,300万㌧ CO2／年の削減

＜参考＞

日本の排出量は約13億㌧ CO2／年



21
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11,081
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4,429

1990 2005 2015 2030

TWH

4.1% p.a.

3.2% p.a.

ＵＳＣボイラチューブ

世界の石炭火力発電所発電量推計世界の発電需要の伸びは継続

石炭火力は今後も中心を担う 出所: WEO World energy outlook 2007
TWH =10億kWh

課題はCO2削減のための高効率化

(効率1%ｱｯﾌﾟで11万ﾄﾝ/年･基CO2削減が可能)

高効率の｢超々臨界圧発電｣は日本

が先行開発し、世界で標準化 38% 40%
43% 45%

石炭火力ｼｪｱ
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発電・発電・USCUSCボイラボイラ



22住友のボイラチューブの優位性

8万時間を超える長時間ｸﾘｰﾌﾟﾃﾞｰﾀ

火力発電ﾌﾟﾗﾝﾄの
USC化への寄与で
世界中のCO2削減

へ貢献

SUPER304H＆HR3C：当社材の圧倒的な信頼性

日・米・欧で規格への登録が完了

日本国内における実ﾌﾟﾗﾝﾄ使用実績

当社世界ｼｪｱ：80％

当社総合技術研究所のクリープ試験機群

顧客と共同で
評価・解析

ｸﾘｰﾌﾟ試験

実ﾌﾟﾗﾝﾄ適用

独自素材開発

発電・発電・USCUSCボイラボイラ



23USCボイラチューブ世界需要と当社製造能力
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㌧

当社製造能力

国内需要が主体

海外需要の成長

海外需要の成長に合わせ、順次製造能力を増強

05～08 尼崎能力増強

08～09 ｱﾗｲｱﾝｽ活用

当社世界シェアは約80%

USCボイラチューブ世界需要量
（当社推定）

発電・発電・USCUSCボイラボイラ



５．原子力発電（ＰＷＲ）用 ＳＧ管

品種別事業戦略

発 電

24
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3,2753,083
2,771

2,013

1990 2005 2015 2030

TWH

1.1% p.a.
0.7% p.a.

原子力発電用ＳＧ管

世界の原子力発電所
発電量推計

原子力発電の世界的再評価
（CO2排出量がほぼゼロ）

出所: WEO World energy outlook 2007

ＰＷＲは全原子力発電の
約75%で今後も主流

ＰＷＲ(加圧水型原子炉: Pressurized Water Reactor)では放射性の1次系水で2
次系蒸気を発生させるための伝熱管(ＳＧ管：Steam Generator Tube)に特殊な
Ni基合金管を使用、製造できるメーカーは世界で３社、当社シェアは１／３

発電・発電・SGSG管管



26
原子力発電所新増設計画
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発注設備容量（万kW）
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出所: 「世界の原子力発電開発の動向」

（日本原子力産業協会）

第1次石油ｼｮｯｸ 1973

第2次石油ｼｮｯｸ 1979

ＴＭＩI事故 1979

ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ事故 1986

京都議定書 1997

CO2半減ｹｰｽ：32基/年

2012年推定：15基/年

構想段階
218基

稼働中
439
基

計画中
93基

建設中36基

合計
347基

原子力発電所 建設数推移 現稼動基数と増設計画
増設はＳＧ管を使用する

ＰＷＲが主体

万ｋＷ

発電・発電・SGSG管管



27当社ＳＧ管の優位性

特許技術である高圧抽伸は連続加工で寸法変動が

小さく内面渦流探傷における低ベースノイズを実現

疵検出性に優れ、電力会社での定期検査時における

内面渦流探傷で疵判別が容易、米国電力で高い評価

発電・発電・SGSG管管

往復
圧延

連続一様加工



28SG管の世界需要と当社製造能力

０８年にSG管製造能力を約３０％拡大､今後のＰＷＲ建設動向等を注視し
市場の成長に合わせてシェア拡大可能な体制を検討
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当社製造能力

世界SG管メーカーの

推定製造能力

2,000ﾄﾝ／年
1,800ﾄﾝ／年

発電・発電・SGSG管管

当社SG管によるCO2排出量削減への貢献（日本国内のみ）

当社供給ＳＧ管を使用した国内稼働中原発･･･23基（1936万KW)

原発のCO2削減効果：約 8㌧ CO2／万KW → 6,780万㌧ CO2／年 の削減
＜稼働率50%とした場合＞



６．高合金油井管

品種別事業戦略

石油・ガス開発

29



30高合金油井管の使われ方

天然ガス層
（高温・高圧）

海底 井戸元

ケーシング
（地層圧壊

防止）

チュービング
（石油・天然
ガスを生産）

(CO2)

(H2S)

主な要求性能：

① 機械的強度機械的強度
（軸方向自重、内外圧）

② 腐食性ガス（CO2,H2S）

が生産流体に含まれる
場合、

特にチュービングで耐食性耐食性
が要求される

石油ガス開発・石油ガス開発・高合金油井高合金油井管管
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高合金油井管

世界の原油・天然ガス
需要量推計

特に天然ガスが環境問題の
対策から顕著に増加

出所: WEO World energy outlook 2007
Mtoe=石油換算百万ﾄﾝ

油井・ガス井の深井戸化は
今後も更に進行

特にガス井の深井戸は腐食環境が厳しく､メンテナンスフリー性能が
顧客より評価され､高合金油井管の需要は着実に成長

世界の深井戸数（>15,000ﾌｨｰﾄ）

出所: Spears and Associates
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石油ガス開発・石油ガス開発・高合金油井高合金油井管管



32高合金油井管の優位性

ユーザーニーズをフルカバー可能なのは当社のみ
特殊管事業所と和歌山製鉄所で全材質をカバー

二相ステンレス

炭素鋼

低合金鋼

掘削環境と当社の材質ラインアップ

10-4 10210-2 1
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1
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過酷環境H2S 分圧(気圧)
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2
分

圧
(
気

圧
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過
酷

環
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１３Ｃｒ

ス
ー
パ
ー
13C

r

高Ni合金

耐食性
合金鋼

（高合金油井管）

（耐サワー鋼）

SM2535（3Mo）
SM2550（6Mo）
SM2050（9Mo）

SMC276
（12Mo）

SM22Cr, SM25Cr
SM25CrW

特殊管事業所

和歌山製鉄所

高合金油井管も種類
豊富で環境に応じた
最適材質が選択可能

顧客との強力なネッ
トワークで最適材質
推奨システムも充実

高合金油井管の
当社シェアは９０％

石油ガス開発・石油ガス開発・高合金油井高合金油井管管
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高合金油井管の需要と当社製造能力

現在の製造能力は１９千㌧／年、今後の需要に合わせて
次期中期経営計画（０９年度～）での増産対応を検討中

当社製造能力

伸び率
10%/年

石油ガス開発・石油ガス開発・高合金油井高合金油井管管

生産/需要量（千㌧／年）



７．その他の品種
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35特殊管事業所のその他の品種

石油精製・石油化学用鋼管

炭素鋼からステンレス、Ｎｉ基合金まであらゆる材質に対応
→使用環境に応じた特殊製品の提供が可能

＜特殊製品の例＞
・エチレンプラント分解炉管用内面 ひれ付管
・尿素プラント用高耐食二相ステンレス鋼管
・ＧＴＬプラント用耐メタルダスティング合金

アンビリカルチューブ

海底油田・ガス田の開発に伴い、ここ数年で需要が増加
→耐海水性に優れたスーパー二相ステンレス市場が拡大

＜当社開発スーパー二相ステンレス＞
・ＤＰ３Ｗ（２５Ｃｒ－７Ｎｉ－３Ｍｏ－２Ｗ）

その他の品種その他の品種



36その他の品種その他の品種エチレンプラント用内面ひれ付管

分解炉では収率アップのため内表面積の大きい内面ひれ付管が使用される

世界のエチレン誘導品の需要量（百万ﾄﾝ）

ナフサ分解工程

出所: 日本の石油化学工業（2007）

伸び率
4%/年
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８．事業戦略
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38将来に向けた品種別Ｒ＆Ｄ戦略

ＵＳＣボイラチューブ
・更なる高効率化を目指した次世代ＵＳＣ（６５０－７００℃級）プラントや
ＩＧＣＣ（石炭ガス化複合発電）技術にも適用できる新材料を開発

・次世代ＵＳＣ欧州プロジェクトでは、 ’13実証炉への新材料採用が有望

・同上国家プロジェクトでは、材料開発から試作・評価まで参画（’08～）

ＳＧ管
・最新の第三世代炉（経済性を追求した大型炉、米国ＡＰ１０００他）用
ＳＧ管の製造に対応できる製造設備（長尺化対応）、能力を拡張

・次世代軽水炉（長寿命化）用ＳＧ管開発国家プロジェクトへの参画（’08

～） 安全性と効率を向上させる将来型プラント実現に向けた新材料

（材料面からの被曝低減技術）の開発

・夢の原子炉であるＦＢＲ用伝熱管の開発の国家プロジェクト
にも参画（’0７～）

材料開発

顧客製造体制

事業事業戦略戦略

発

電
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高合金油井管
・顧客ネットワークの更なる強化とあらゆる環境に対応できる材料推奨
システムの充実により当社最適材料のデザインイン

・継続的な新材料開発による材質ラインナップの更なる充実

・オイルサンド、オイルシェル等、原油代替エネルギー開発への対応

石油精製・石油化学用鋼管他
・プラントの長寿命化に対応する高耐食材料の開発

・クリーンエネルギー化を実現する各種プラント（ＧＴＬ、ＤＭＥ等）の
高効率化への材料面での貢献

・ＣＣＳ（CO2吸収・貯蔵）技術の進歩に対応できる新材料の開発

材料開発

顧客製造体制

将来に向けた品種別Ｒ＆Ｄ戦略 事業事業戦略戦略

石
油
ガ
ス
開

発

石
油
精
製
他



40住友金属・特殊管事業の優位性

高度な技術力と豊富な実績、顧客との信頼関係を持つのは当社のみ

お客様との
信頼関係

お客様との共同開発

共同での実証試験と評価

徹底したｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ

製造技術

品質保証技術

欠陥発生防止技術

溶解～製品の一貫製造と
３所間連携

技術開発力

豊富な材料研究者

膨大な試験データ

研究所に隣接し、
迅速な材料開発が可能

事業事業戦略戦略

品質
信頼性
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質・量ともに強化し、マーケットリーダーの地位を継続、進化させる

マーケットの成長に対応した製造体制の拡大

マーケットが求める新材料の開発 によりシェアの拡大・維持 を目指す

特殊管事業所・今後の事業戦略 事業事業戦略戦略

需要環境

当社の地位 他社追随不可能なデータの蓄積、実機適用実績、
顧客との強い信頼 → 圧倒的なシェア

地球環境問題、経済性から効率性が高く、よりクリーンな
エネルギーの需要は、今後も増大

顧客の期待 更なる効率化を実現させるため、材料開発力、製造実力
を生かしたスーパーハイエンド 商品の開発と供給体制確保



諸施策を着実に実行し、
中長期的に企業価値を高める

諸施策を着実に実行し、諸施策を着実に実行し、
中長期的に企業価値を高める中長期的に企業価値を高める

ステークホルダーの皆様から
「信頼される会社」へ

ステークホルダーの皆様からステークホルダーの皆様から
「信頼される会社」へ「信頼される会社」へ


